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〈道保川で遊ぶ〉 

 今日は市内を流れる道保川（どうほがわ）で遊んだ。といっても、2 週間後に行われる

イベントの下見を兼ねての川遊びだ。全長 3,7 ㎞、湧水が集まってできた小さな川は深さ

20 ㎝ほどしかない。子どもの頃よく遊んだ川だが、ネイチャーゲームの仲間は皆初めて。

いつもイベントをやっている相模原公園からは歩いて 20 分ほどの場所なのだが、知らなけ

れば遊びようがない。早速、どんな生き物がいるのか、危険な箇所はないか実際に入って

確かめる。川岸の草が生えている場所にタモをいれ“ガサガサ”開始。小さなエビが入っ

ていた。続いてタモを入れると、カワニナやヤゴが入っている。ザリガニもいたが、他の

メンバーはサワガニやナガレトビケラも捕まえた。これらの生き物はきれいな川の指標に

なる。そこにいる生き物で川の汚れ具合が分かるのだ。近くをハグロトンボが飛んでいた

が、捕まえたヤゴはハグロトンボの幼虫かもしれない。⁺捕まえた生き物をああじゃないこ

うじゃないと同定していると、目の前をカワセミがツーッと飛んで行った。あっと言う間

の出来事だったがあの目の覚めるようなコバルトブルーは目に焼き付いている。きれいな

水→カワニナ、ホタル、川虫、ヤゴ、小魚、カワセミ・・・それぞれが繋がって小さな生

態系ができている。道保川を愛するボランティアの方たちの定期的な整備のお陰もあって

この小さな川が生き物たちの安住の地となっている。本番ではそんな話も子ども達にした

いと思う。それにしても大の大人がタモを持ちバケツを持って嬉々として川遊び、そんな

子ども心を持った仲間たちとの川遊びは実に楽しかった。本番では子どもそっちのけで遊

んでしまわないか心配！ 

 

 

 

 

 

 

〈サワガニ〉        〈カワトンボのヤゴ〉  〈同定できなかった魚〉 


